
9 ： 10 高等学校保健における精神疾患の扱い

水野雅文（東邦大学）

10 ： 20 研-１ 教員養成大学に所属する学生の保健リテラシーについて

黒川修行（宮城教育大学）　小浜明（仙台大学）

10 ： 35 研-2 日本・中国・フィンランドの高校生の保健認識に関する比較調査研究

小浜明（仙台大学）　李師瑶（国家体育総局）　Lasse Kannns（ユヴァスキュラ大学）

10 ： 50 研-3 中学校保健分野における「素朴概念」を批判的に吟味する態度の育成を目指して

高好芽衣（鳴門教育大学教職大学院）　森康彦（鳴門教育大学教職大学院）

11 ： 05 研-4 高等学校「科目保健」の実態調査研究-思考力・判断力・表現力に着目して-

金子元貴（千葉大学大学院）

10 ： 20 研-5 保健科教育における知識と思考力、判断力の関係性について

坂野百合恵（東海大学大学院）　藤原昌太（了徳寺大学）　森良一（東海大学）
野坂俊弥（東海大学）　岡﨑勝博（東海大学）

10 ： 35 研-6 「加齢と健康」をテーマとした教材作りの一考察

小川かをり（早稲田大学）

10 ： 50 研-7
「タバコ危険マップの作成」を通じた受動喫煙防止の授業

佐藤千恵子（私立広尾学園）　竹内寿郎（私立広尾学園）　長岡知（順天堂大学）
藤原 昌太（了徳寺大学）

11 ： 20 研-9 省察的実践家を育てる保健の授業研究（１）

幸村怜奈（名古屋大学大学院）　河島正弘（岐阜県立岐阜工業高校）　近藤真庸（岐阜大学）
富野（柘植）順子（岐阜経済大学）

11 ： 35 研-10 省察的実践家を育てる保健の授業研究（２）

河島正弘（岐阜県立岐阜工業高校）　幸村怜奈（名古屋大学大学院）　近藤真庸（岐阜大学）
富野（柘植）順子（岐阜経済大学）

11 ： 50 研-11 「保健科」成立史の研究（２）

近藤真庸（岐阜大学）

 研究発表①　４５０５教室　座長：上地勝（茨城大学）

 研究発表②　４５０４教室　座長：杉崎弘周（新潟医療福祉大学）

 研究発表③　４５０５教室　座長：小浜明（仙台大学）

日本保健科教育学会　第3回研究大会　プログラム
テーマ「新時代における保健授業の創造」

特別講演（9：10～10：10）　

講堂　座長：今村修（東海大学名誉教授）

研究発表（10：20～12：05）　

受付（8:30～)

４号館１階ホール

開会式（9：00～9：10）　

講堂　司会：山田浩平（愛知教育大学）



11 ： 20 研-12 保健・保健体育教科書（保健の領域・分野・科目）の掲載図表の検討
　～校種間の課題の連続性に着目して～

赤田信一（静岡大学）　　山田浩平（愛知教育大学）

11 ： 35 研-13 大学生を対象とした保健知識の獲得とその背景

物部博文（横浜国立大学）　杉崎弘周（新潟医療福祉大学）
徐広孝（筑波大学附属駒場中・高等学校）　上地勝（茨城大学）　植田誠治（聖心女子大学）

11 ： 50 研-14 中学生における協調学習の有効性の検討

宮本蘭子（茨城大学大学院）　杉崎弘周（新潟医療福祉大学）　藤原昌太（了徳寺大学）
山田浩平（愛知教育大学）　物部博文（横浜国立大学）　　植田誠治（聖心女子大学）　上地勝（茨城大学）

学会総会（12:10～　講堂）

13 ： 20 実-1 ヘルスプロモーション能力を育成する主体的な学びと教科横断的な取り組み

石丸幸勢（神戸大学附属中等教育学校）　永野和美（神戸大学附属中等教育学校）
長谷川亜紀（神戸大学附属中等教育学校）　酒井隆子（神戸大学附属中等教育学校）

13 ： 50 実-2 中学校において養護教諭が実施したがん教育の効果

神谷真子（兵庫教育大学大学院）

14 ： 20 実-3 教科専門科目「衛生・公衆衛生学」講義の内容と方法に関する実践研究（３）

富野（柘植）順子（岐阜経済大学）、近藤真庸（岐阜大学）

15 ： 00 「主体的・対話的で深い学びに迫る授業の創造」

主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくりの視点

益川弘如（聖心女子大学）

　　　　　　　　実践報告①　「素朴概念」に着目した保健授業づくりの試み

　 　　　　　　　　小林真一（本宮市立五百川小学校）

　　　　　　　　実践報告②　ジグソー法を取り入れた保健授業

　　　　　　　　須田有乙（帝京八王子中・高等学校）

講堂　司会：山田浩平（愛知教育大学）

休憩（12：05～13：20）　

 研究発表④　４５０４教室　座長：野津有司（筑波大学）

　閉会式（16：50-17：00）

講堂　座長：植田誠治（聖心女子大学）

実践報告（13：20～14：50）

講堂　座長：岡﨑勝博（東海大学）

セミナー（15：00-16：50）
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